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                 日 本 人 の た め の 文 型

                    岡  田     堯*

            Sentence Patterns for Learners in Japan

                     Takashi OKADA

                   (Received August 23,1972)

            1             2) 2部 については,前 号で`want to'を 助動詞に入

 かねてか ら文型に関連して考えてきたが,更 に考えを  れ ることにしたが,日 本語の意味からだけでは無理な点

進めることができたので,前 回までの ものを大きく改め  が あるので,こ れをやめることとし,Wantは 本 動詞と

て新しい試案を示したい。              して扱 うこととした。また2Cに すべての形容詞の動詞

 言語は決してすっきりした形に割 り切れるものではな  に続 くものを入れていたが,そ れにも無理な点のあるの

いが,次 のような目標をもってよ りよき文型の試案設定  を考慮して改めることとした。日本語の場合,形 容詞単

へと進んだ。                   独 で,ま たは形容動詞 として述語 となる場合の多くが意

1) 日本人が英語を学習するのに好都合な文型      味 の上から 「be動 詞+形 容詞」に似ていることから考

 現在Hornbyのpatternが 辞 書に取 り入れられてた  えて,「be動 詞+形 容詞」を動詞句と見なし,2Cは そ

いそう役立っているが,初 心者にとっては残念なが ら利  の場合の形容詞の位置とする。

用価値が乏しい状態である。また開隆堂から出ている英   3)文 型の基礎 となる親文型とも称すべ きものは前号

語教育叢書にある へ必修文型の研究"は,た いそうよい  の を改めて次の6文 型 とする。文型の数字は第 ユ図の円

研究であ り,中 学校における英語指導に大きな指針 とな  球構造の1～5部 を示す。1部 は主語,2部 は述語,3

って きたと思われる。以上を参考とし,他 の考えを入れ  部 は目的語 ・補語,4部 は修節語,5部 は4部 以外にあ

て,紀 要の第6巻 に述べた 「文の円球構造」を基礎とし  らわれる修飾語の位置である。

て文型を設定する。                  A文 型  1+2

 2)英 文 について日本語訳との関連を考慮し,文 型の   B文 型  1+2+4

設定 には文の意味 も考慮する。             C文 型  1+2+3

 3)で きるだけすっきりした・簡単で系統だったもの   D文 型  1+2+3+4

とす る。                       E文 型  There(Here)+2+1+4

と潔1蟹 瀦 蕪 鷺 曹'ま 燗 題点F文 型 ・+2(吉3+4)
1)円 球構造の基本原則は従来の通りである。      F文 型 については

,5部 が1・2・3・4部 のすべてに

 「英文の主語を中心 とし・その周囲に述部を円形に左  関係 を持っことか ら特別の式とする。

廻 りにならべた場合・和訳され る語順は・述部について   先 に記 した 、必修文型の研究〃が ,文 型設定に際して

反対の右廻 りとなる。」               副詞語句の扱いに注意 している点に同感である
。

 第1図 は円球構造を示す。5部 からなる。ユ部は主語   4)従 来の文型が単文 ・複文に共通した1種 類の文型
の位置1部 に接す る5部 は主語の修飾語句および文の  で処理 されていたが

,こ れを改め,単 文で2種 類 複文

途中に挿入される副詞語句の位置である・2部 の2Aは  で1種 類の文型 とす る。それ らをG型 , P型, W型 と名

助動詞・2Bは 本動詞・2Cは 「be動 詞+形 容詞」の  づ け る。

場合の形容詞の位置である・その他3・4・5部 は前号に   G型 は上の6文 型の各部が1語 のもの,

記 したのと同様である。                (例)We are Japanese .

・外国語系列(Department。f Liberal ArtS and sciences_   P型 は上の6型 の各部の うち・2語 以上をふ くむ部の

 Foreign Languages)                あ るもの,

                        (1)
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  （例）The teacher bought a new car．

 W型は上の6文型の各部のうち，節（clause）をふく

む部のあるもの，

  （例）I know what John can p1ay。

とする。

 5）G・P・W型を3個の基本型とし，疑問文，命令

文，感嘆文，祈願文などで，基本文と異るものはすべて

基本文の変型として扱う。

 6）P・W型ではitが仮主語，仮目的語となる文型が

あり，これらを代表型として別扱いする。

 7） 3部は広義の補語の位置である。前号におけると

同様に次の2文は2個の目的語を持つ文とする。

  He showed me his album，

  He showed his a1bum to me．

 これには少しの問題はあろうが，日本語訳の場合を重

1点に考えれば好都合であろう。

 なお，不定詞の扱いについては，最も問題が多いので

あるが，そのひとつである次のa，bについては，c，d

の文から考えて，aの不定詞は目的語，bの不定詞は目

的補語と考えられよう。

  a）He promised me to come．

  b）He wanted me to come．

  c）He gave me a camera．（目的語）

  d）He ca11ed me Tom、（補語）

 もちろん，日本語の訳文から考えれば，promise（約

東する）と，Want（望む）の語の性質が違うために円

球構造の基本原則に従って訳す場合

 a）彼は来ることを私に約東した。

 b）彼は来ることを私に望んだ。

と和訳しても，誤解を生ずることはない。

 英語を日本で学ぶ場合，英語はその意味がわかること

が第一であり，それらを借用して話したり書いたりする

のが普通である。幼い時から身にしみるように覚えてき

た母国語の場合とは違って，英語で全く新しい文一一聞

いたり読んだりした経験がない文であってしかも正しい

用法の文一一を作り出すことは日本人にとって至難なこ

とであろう。

 1このように考えてくると，新しい文法理論を尊重する

ことはもちろんであるが，それと同時に古いOniOnsの

文法書のなかにも日本における英語学習に有用な知識が

盛られているのを感ずる。

 8）He Iives in NewYork．の文で，1ivesはこの場

合，補語を必要とすると思われ，他の補語を持つ文と比

較する時，in New Yorkを補語として3部に位置させ

・  ゆ   44
 ＼
  ＼           “

喬 も  ア’

亀○
          ’         ’         ’
       Φ          ～          吋
    3      、

  ち   乎
     I〔Iε
   ！3

第 1 図
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ることが至当と考えられる。同様にThe book is on

thedesk．の。nthedeskを，またSchoo1isover．の

。verも，補語として3部に位置させることとする。

2

 アメリカやオーストラリヤの小学校の教科書を見れば

3年生4年生の国語の教科書は内容としては小供向きで

あるが，文章構造から見れば複文を多くふくんだ内容で

日本の中学・高校の英語学習にあてはめれば，かなり程

度の高いものである。しかしながら，これは当然のこと

であって，日本の小学校の教科書を見れば，同様に多く

の複文を見出すのである。

 文部省が新しく定めた新指導要領の内容とその授業時

数の少いことから考えれば，中学校における授業は今後

G型・P型に属する文の学習徹底が主となるであろう

し，いわゆる複文をふくんだW型に属する文の学習が，

高等学校の英語学習の中心となるであろう。

 さて文型のG型であるが，各要素がユ語の単語である

ことから，実際に使用される文章の数からすれば，極め

て少数の文がこのG型に属する。主語・目的語は名詞・

代名詞・動名詞の1語に制限され，動詞だけに現在形・

過去形の変化がある。変化の文型には命令型と疑間型が

考えられる。

 次に基本となるG型の文型を例文と共に表示する。文

型の数は6，文の要素には1～5部のほかThereとHere

が加わる。

（2） 中部工業大学紀要
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第 1 表

文 型

A

B

・1

・i

1＋2

1＋2＋4

1＋2＋3

1＋2＿ト3＋4

畿ぎe／・・

  十1＋4

1＋2（斗一3↓4）

G

並      型 変型（命令・疑問）

Tom came．

He1eft there．

They are gir1s．

We have hens．

He speaks Eng1ish we11、

There is water there．

He a1ways s1eeps we11．

Listen！

Who came？

Come here．

Who1eft thereP

Help me．

Are they gir1s？

Who are they？

Have you hens？

Who have hens？

Who speaks Eng1ish we11～

Is there water thereP

Who always s1eeps we11P

            3

 P型の基本となる文型はG型の6文型と同じであるが

1，2，3，4，5の各部の要素のうち，ユ部以上の部が2

語以上の語の集まりとなることから，ひとつの基本文型

からいくつかの下位文型が考えられる。

 1部については，その中心の主語に名詞・代名詞・動

名詞・不定詞などの区分があり，それにつく修飾語の前

位・後位など位置の問題もあり，もしこれらを考えて文

型を設定するとしても数種類の下位文型となろう。

 また2部の述語のA，B，Cの組み合わせを，時制や法

や態を考慮して下位文型の設定を考慮するとすれば多数

の下位文型を設けなければならないだろう。しかしなが

ら，実際に当って，文型の数を無数に増加することは学

習用としては不適当であり，また前述1・2部のことは

各部の文法事項として，文型とは別に学習の進度が進む

につれて学習することが適当と思われる。従って最初に

述べた目標に従い，文型の数をなるべく少くするために

下位分類の文型は3部の目的語・補語による分類を主と

し，他はなるべく避けることとした。

 下位区分をふくむP型の文型は次のようである。

 （並）は皿型，（変）は変型，（代）は代表型を示す。

PA 1＋2

 （並）1．A storm came．（主語2語）

    2．I camot skate・（述語2語）

    3．A storm is coming．

 （変）1．Don’t cry、    （命令）

    2．Can your brother swim？

     Who is coming～ （疑問）

    3．

    4．

 （代）ユ．

PB1＋2＋4
 （並）1、、

How beautifu1it is！（感嘆）

May you su㏄eedP （祈願）

It iS WrOng tO te1I a lie．

Our schoo1begins at eight．

We wi11come home tomorrow．

I have been working since six o’clock．

2．A11the parents came to enjoy the

 evening．        （4一不定詞）

 This boy grew up to be a lawyer．

3．I an1sorry to hear tha七

（注）am sorryは2部の動詞旬

 （変）1．Don’t move abou七

    2．Wi11you come home tomorrow？

     When wi11you come home？

    3．How weI1he speaks！

    4．Long may he live！

    5．After dinner I went to the movies

     with Tom．

 （代）ユ．It is easy now to 1ook for two－1eaf

     ClOVer．

PC 1＋2＋3

 PC－a  1＋2＋31）

 （並）1．The arrow struck the app1e．

    2．We put on the funny paper hats．

    3．He began cutting the tree，

    4．Co1d wind began to blow．

（3）
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       5．They1eamed how to swim．

   （変）1．Don’t te11a1ie．

       2．Has she c1eaned her room？

         How much do you want？

       3．What a1ove1y girl they have！

      4．May God save the queen！

11，C－b  1＋2＋3D1＋3I）2

  （並）1Her son to1d her the story

         He fomd me a good job．

      2．They sent their stamps to me．

      3．They to1d the others to foI1ow him．

       4．I’lI te11you where to go・

   （変）1．Give me some stamps．

       2．Did her son te11you the storyP

         Who to1d you the story？

       3．May God show us the way！

PC＿o  1＿←2＋31団

   （並）1．His father is a doctor．

       2．She fe1t s1eepy．

       3．Schoo1is over．

       4．He Iives in Chicago．

      5．The best thing is to eat fruit．

   （変）1．Is your father a doctor？

         Who is the doctor？

      2．What a good father he is！

         How happy he Iooks1

      3．May this be your b1essed experience！

  （代）1．It is no use crying over spi1t mi1k．

 Be quiet．は「1＋2」の変型に入れるけれども形容動詞

には命令形がないので，この点では「be動詞十形容詞」

が形容動詞とは一致しない。

PC－d  1＋2＋3D＋3E

  （並）1．Theycaued this city New Amsterdam．

発

  P1＝D＿a  1＋2＋31）→＿4

   （並）1 Shebroughtabig bookfromherstudy．

       2 John can play the piano very weu．

       3 I haven’t a pen to take the message

         dOWn．

   （変）1．Cover the picture with your hand，

       2．Did she bring the big book from her

         Study？

         Who brought the big book from the

         1ibrary？

       3．Lord have mercy on us！

       4．On March18．1875，Be11had an im－

         portant ta1k with Professor Henry．

         Tuming to the1eft，you wi11find the

         post－office on your right．

P1）一b  1＋2＋31）■十3＝D2＋4

  （並）1．My wife wi11give you your lmch

         nOW．

       2 I’11show it to you tomorrow．

  （変）1．Lend me your racket on Saturday．

      2．Wi11 you show it to me tomorrow？

         Who wi11bring it to me this

         aftern00n？

P1＝D＿c 1＋2＋3E＋4

  （並）1．Myfatherwas in New York1ast year．

      2．The baby wi11grow big soon．

  （変）1．Do you fee1better this morning～

PD＿i  1＋2＿ト3D＿←3E＋4

  （並）1．He made us work there five years ago、

P皿

    2．My tai1keeps me warm．

    3．I saw him go away．

    4．I want you to know about him．

    5．He watched them swimming．

    6．We have our food served．

（変）1Keep the door open，

    2Did you see him go away？

      Who saw him go away？

（代）1．I fe1t it my duty to go．

1＋2＋3＋4

  （変）ユ．Did he make you work there five

         yearS agO～

         Who made you work there five years

         ag0？

  P型の文には副詞語句を伴うものは多いが・このPD－

d型の文は目的補語を持ち，そのあとに副詞語句がある

場合，そのほとんどが，前の目的補語となる動詞を修飾

していると一考えられるものである。

PE Ther6（IIere）十2＋1＋4

 PE＿a Tllere一←2一十1（斗4）

  （並）1，There is a chair in the room，

      2．There comes an end to a11 things．

  （変）ユ．Is there a chair in the room？

         What are there in the room？

      2．Long agothere lived an o1d man．

（4） 中部工業大学紀要
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PE－b  IIere＋2・→一1（十4）

  （並）1 Here1s a d－esk

      2 Here are∫oe and Ann agam

  （変）1．Here you are！

PF1＋2（十3÷4）
        5

  （並）1．They are always cheerfu1．

      2．One poem工sometimes makes itswriter

         famous．

      3．The1ady sitti動g in the comer is my

         aunt．

      4，This book，written in simp1e English，

         is suitabIe for beginners．

  （変）ユ．A1ways be carefu1．

      2．Do you often play tennis with your

        fathe工？

         What time do you usua11y start for

        schoo1？

                    4

 W型の基本となる文型もG型の6文型と同じであるが

文の要素のうち，1・3・4部に節 （c1ause）が入ってく

る。

  この型の例文は自然に長文になるので，皿型と代表型

を示すこととし，変型を省略することとした。

WA 1＋2
  （並）1，What he says is true．

  （代） 1．It is true that he is honest．

WB 1＋2＋4
  （並）1．The dog growIedti11she spoke to him・

         That the air has weight is shown by

         a simp1e experiment．

WC 1＋2＋3

WC－a1＋2＋31）

  （並）1 The teacher sa1d that do1phms are

         not fish．

      2 I cannot understand what you say

      3 They d1d not know what1t was11ke

WC－b 1＋2＋3D■十3皿2

  （並）1 She to1d me that her mother was111

      2．He asked－me what I had been doing，

WC－c1＋2＋3E
  （並）1．It seemed that the day wou1d never
                 －

         end．

                                       （5

       2．The question is who did it．

       3Whether1t1s a good p1an or not1s a

         queSt10n

   （代）1．It is a pity that he died so yomg．

WCイ 1＋2＋31）十3E

   （並）ユ．They have made her what she is．

   （代）1．I thougt it a pity that you shou1dn’t
                ’
         try harder．

W1）1＋2＋3＋4

   （並）1．They did it precise1y as they had

         been told．

         You’11 be able to do that when you

         are a man．

   （変）ユ．As he apProachedthe vi11age，he met
                                        a

         number of peop1e．

WE There（Her6）十2＋1＋4

   （変）1．Where there is a wi11，there is a way．

  There（Here）ではじまる文で，1部（主語を含む

部）が節になっている例は，中学・高校の教科書には無

くて他の本にも容易に見出せない。物の存在を示す形と

してのthere is…，there are…の持つ内容が，have，

see，findなどの動詞を使った異った表現であらわされ

ることによるのであろうか。ここには副詞節を含む上の

諺を特に変型として例文とした。

WF1＋2（斗3＋4）
          5

   （並）1．A11 those boys whose parents are

         1iving abroad wi11spend the summer

         ho1idays with friends．

      2．Peop1e in those days thought that

         there was a passage between the

         Pacific and thc A仁1antic round the

         North of Canada．

      3 The Emp1re State Bu11dmg，as you

         know，is one of the highest bui1dings

         1n the worId

  最後のWF文型は複文あるいは混交であって，その変

化の例文をすべて挙げれば，相当多数となるであろう。

いわゆる入試問題や，文芸作家の難文となれば，すべて

がこのWF型に入る。

                    5

 以上下位文型をふくめて27文型とした。この文型で

は，文の要素（主語・述語・目的語・補語・修飾語）の

）
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組み合わせによって文型を決定した。要素のみによって

の分類で疑間の起る点を考慮して，文部省の示す指導要

領は，文の要素と品詞名を用いて文型を示している。ま

た最近の英米の書は品詞名だけで文型を示しているもの

もある。

 この文型が英語学習者のためという目標に従うために

は，何れがよいかは問題であるが，円球構造の5部の構

造から考える時，要素だけによる文型設定が，一貫性が

あり，要素と品詞名の混乱もなくすむものと考え，要素

による文型設定をした。

 なお，最初にいくつかの問題点を記したが，その他の

問題として次のようなものがある。

 1）be動詞だけを別に考える学者は多い。しかしな

がら，もしbe動詞だけを分けて文型を設定すれば，そ

れだけ文型の数が増すこととなる。beを分離して考え

ることはすっきりはするけれども，文型の数の増加の点

で賛成できない。

 2）Let us go at once．は例文として挙げてはいな

いが，前号と同じく，PD－dの変型として扱うがよいと

思われる。基本型を理解した上での変型は容易に理解さ

れるものと思われる。

 3）受動態の文型を特に設けることをするものも見ら

れるけれど，動詞の時制や，態や，法は文法事項として

円球構造の2部の領域内のこととして理解することがよ

いであろう。
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